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ヮやヮや

3ヵ年の中期経営計画に取り組んでおります。この

計画では、当社が強みを有する既存の中核事業での競争力強化と採算改善を目指すとともに、ラ

イフサイエンスおよび情報電子分野に経営資源を集中することで事業の成長を加速することを

目指しています。さらに、2010年度以降のさらなる成長への布石として、高分子有機EL等の研

究開発へも一層力をいれていきます。

現在、
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達成率
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(5) さらなる成長への布石

将来の成長の源泉となります研究開発投資と設備投資をその投

資分野を厳選しながら行っていきます。当社では、ここ数年研究

開発費を増加させてきましたが、2009年度には1,200億円まで増

加させる予定です。研究開発においては、剰�増 ットパネル材料として期待される高分子有機ELのディ

スプレイ材料及びデバイス材料の開発、エネルギー分野ではリチ

ウムイオン電池用部材、ライフサイエンス分 ァインケミカル分野を中心に3,700億

円の設備投資を行っていく計画ですが、中期経営計画の3ヵ年

累計の営業キャッシュフローは5,300億円を見込んでおり、1,600億

円程度のフリーキャッシュフローが9

これらの諸施策を着実に実施することで、この
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基 礎 化 学

基礎化学部門は、
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います。
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研究開発
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ある、リチウムイオン2次電池の導入が検討されています。そのた

め、高性能なリチウムイオン2次電池の需要は今後ますます拡大

していく
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住友化学企業行動憲章

1.住友の事業精神を尊重し、世の中から尊敬される
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連結財務サマリー 住友化学株式会社および子会社
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